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１． 活動報告（ 事務局 記） 

―１月１７日（土）今年最初の活動日でした。会員 13名が参加し、ため池・草原内水路の

除草、水車送水管の補修(埋め戻しおよび斜面の整備)、湿地帯護岸の補修、水路暗渠(東

屋横)の目詰まり除去の作業を実施しました。寒い中、作業された会員の皆様、お疲

れさまでした。 

 

 

２．今後の予定（ 事務局 記） 

◎行 事 

―２月７日（日）維持活動（修復作業） 

―２月２１日（日）維持活動（エコアップ、修復作業） 

 

 

３．来訪者の声 

今回はありません。 

 

 

４．会員の声 【 不要不急の活動 】 （原田 滿洲夫 会長 記） 

  令和 3年あけましておめでとうございます。昨年はコロナ禍の中で「創設 20周年祭」

をやり遂げることが出来ました。会員皆様が、この問題の中での気配りの中で、通水式・

田植え・稲刈りの一連のイベントを行い「里山の暮らし」をメーンとした本祭も完了しま

した。行政担当の方々・地域の皆様や会員の方本当にありがとうございました。厚くお礼

を申し上げます。 

 昨年度より引続いてコロナ禍で世界中がこの対応に躍起だっている。日本の指導的立場に

ある大方の人が「不要不急」の活動を自粛するよう推奨している。 

 我々「里山ビオトープ二俣瀬をつくる会」の活動は如何に？ 逆に不要不急で活動を自

粛要望を受けた場合、我々の活動は中止せざるを得ない。活動を自粛しても里山の自然環境

がすぐに壊れるわけでもないし、自然環境の場がなくなるわけでもない。逆にステイホーム

をしていた方がコロナの拡大を防止できるのでは？ 

 「不要不急」の動きとは、夜みんなで飲み会をする事？通勤しないで自宅でテレワークを

する事？すべて家の中で食事を摂る事？・・・ちょっと考えさせられることになっている。   

自給自足の時代に戻れと云うのか、食べる事だけでなく、すべてが飽食の時代の現在に人

類が我慢が可能かどうか？コロナ禍は解決しても経済はずっと落ち込み今行っているボラ

ンテア活動どころではなくなる。大きな問題となってきている。 
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５．ビオトープ関連：「山口県の昆虫たち」  （ 管 哲郎 記） 

（59）クサキリ Ruspolia lineosa （キリギリス科） 

 体長は 24～30ｍｍで緑色型と褐色型がいます。丈の低い草地に棲みます。本州中南部～

九州と佐渡島や対馬、屋久島などの島嶼部に分布しています。普段は頭のとがったバッタ類

はあまり見ることがなく、イナゴやトノサマバッタのような形状を考えていましたが、クサ

キリの頭が三角形になっており、改めていろんな形のバッタ類がいることを認識しました。 

 仲間も多くヤブキリ、カヤキリ、クビキリ、ササキリを基本に頭のとがったズトガリクビ

キリ、クビキリギス、ヒメクサキリ、オオクサキリ、シブイロカヤキリ、ホシササキリ、キ

タササキリ、ウスイロササキリ、オナガササキリ、コバネササキリ、カスミササキリなどと

ても多くその他ニシキリギリス、ヒガシキリギリス、ハネナガキリギリス、オキナワキリギ

リス、ツシマフトギス等々のほかにウマオイの種類もありキリギリスの世界も大変です。 

 秋になると草むらの中はこれらバッタ、キリギリス類に加えコオロギや鈴虫などの鳴き声

でうるさいのですが、種類も多いのでやむをえませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        クサキリ♀            クサキリ♂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  クサキリ♀ 褐色型 
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６．会よりの連絡事項 

１）令和 3年度の活動基本方針について。昨年末最終活動日に決定（詳細は総会時に） 

 イ－、稲作体験は休止とする。但し休耕の田圃は次期稲作体験を再開することもあるので 

   年３～4回耕運し田んぼを荒らさない様にする。水を溜めるか否かは未定 

 ロ－、稲作体験事業（田植・水管理作業・草取り・虫よけ・猪対応・稲刈り・脱穀・臼ひ

き等々の作業）に代わって須賀河内川南側の竹やぶを竹林として整備する。 

 ハ－、親子自然観察隊の事業は継続するが、内容は観察隊の役員で協議する。 

 

 

７．編集後記 （ 松本 フデ子 記 ） 

  昨年からコロナ危機収束の見通しが立たない状況が続いています。コロナ対策を行

いながら活動は続けていきたいと思います。20年の節目を超えた来年度はビオトープの

一大イベントの稲作を行わない事となりました。今年度の収穫祭での餅はビオトープで

の最後になるかもといつに無く味わって食べた雑煮、焼き餅、きな粉餅。まだ復活する

余地は残して田んぼの維持管理はされるけれど、稲作を続けるかどうかはまだ残された

課題となっています。この稲作は今まで一年を通して維持管理をして下さった方々の努

力によって成り立っていた事を今、その大変さに甘んじていた事を痛感、感謝です。今

後もし稲作が無理であればそれに変わる何かを、そして今の会の体力に合った何かを見

つけ出して行けるでしょうか。 

 

 

 

 


